
9月議会の一般質問の概要
中津市議会議員 大塚 正俊
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１．消防本部、耶馬溪分署の建替え

築49年、耐震は一部対応、健全度60

・消防本部の移転先の適地と現在地の跡地利用は、
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浸水深：10.0m〜20.0m未満の区域

築51年、耐震は一部対応、健全度77

・耶馬渓分署の移転先の適地は、
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・国道212号線柿坂交差点の嵩上げ工事をすべき！
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・愛知県豊川市消防署本署庁舎整備

・今後、10年間に想定される大型事業

事 業 名 事業費 実質一般財源 運営費の増加

新学校給食調理場建設事業 約44億円 約38億円 約1.2億円/年 起債の償還利息除く

新清掃工場建設事業 約170億円 約84億円 約3億円/年 〃

学校体育館エアコン整備事業 約12億円 約7億円 交付税措置 〃

消防本署・分署建設 約40億円 約10億円 未定 〃

学校給食費無償化事業 約4億円／年 約2億円 ― 国補助率1/2と仮定
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気象庁HPより（2.25.9.1公表）

＋2.36℃

２．学校体育館の空調整備



・急に学校体育館への空調整備を実施することになった理由は、
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・市内小学校20校、中学校10校の空調設備の整備計画は、

【計画年次】
国の交付金採択の状況にもよるが、出来れば数年のうちに整備。
・令和7年度に6校整備
※国の空調設備整備臨時特例交付金(補助率1/2)の対象期間は令和15年度まで

【断熱工事】 体育館の窓（北側以外）に遮熱フィルムを設置

【総事業費】 約11億7万円

【概算財源内訳】
国庫補助金；約5億1千万円、地方債；6億4千万円（内交付税措置額3億2千万円）
一般財源；約2千万円
※令和8年度以降も「防災・減災・国土強靭化緊急対策事業債」（充当率100％、交付
税措置率50％）の活用が可能と仮定

【整備の優先順位】 中学校の整備を優先



一方通行
軽車両を除く（7－21）

②歩行者自転車専用道路
軽車両を除く
日曜・休日を除く
7：30－8：30、12―15

①歩行者自転車専用道路
軽車両を除く
日曜・休日を除く
7：30－8：30

３．北部小学校・幼稚園の送迎用駐車場の確保

駐車スペース

駐車スペース
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教育委員会として、通学の原則は徒歩通学であり、保護者による送迎は認めていません。


